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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期
第２四半期
連結累計期間

第34期
第２四半期
連結累計期間

第33期

会計期間
自　平成29年３月１日
至　平成29年８月31日

自　平成30年３月１日
至　平成30年８月31日

自　平成29年３月１日
至　平成30年２月28日

売上高 （千円） 6,431,444 6,109,307 13,148,883

経常損失（△） （千円） △96,341 △6,837 △57,371

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失（△）
（千円） △150,684 △21,239 △169,235

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △155,490 △27,752 △159,782

純資産額 （千円） 340,336 308,113 336,044

総資産額 （千円） 2,609,304 2,446,982 2,369,133

１株当たり四半期（当期）

純損失金額（△）
（円） △59.00 △8.32 △66.27

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 13.0 12.6 14.2

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 47,408 103,931 79,355

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △43,270 △55,379 △134,811

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 93,654 △29,072 73,320

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 691,791 631,343 611,863

 

回次
第33期
第２四半期
連結会計期間

第34期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成29年６月１日
至　平成29年８月31日

自　平成30年６月１日
至　平成30年８月31日

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △57.58 △10.49

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で
あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間(平成30年３月１日から平成30年８月31日まで)におけるわが国経済は、企業収益の

向上や雇用情勢の改善を背景に個人消費の持ち直しなどがあり、緩やかな回復基調で推移しました。一方、経済

の先行きにつきましては、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響もあり、先行き不透明な状況が続い

ております。

当社グループが事業の主体をおく水産小売業界においては、食の安心・安全に対する関心が一層高まるととも

に、節約志向・低価格志向がいまだに根強く続いております。他方、水産資源の枯渇や異常気象などによる漁獲

量の減少に加えて、世界的規模の需要増により魚介類の仕入価格は依然として高止まり傾向にあります。この消

費性向と仕入環境により当社グループを取り巻く経営環境は引き続き厳しい状況で推移いたしました。

このような環境において、当社は収益改善を図るべく、商品開発をはじめとする新しい商品ＭＤの導入や売場

の改善による既存店の強化を実施するとともに、利益確保が見込める優良物件への新規出店（鮮魚３店舗）及び

不採算店舗等の撤退（鮮魚２店舗）をいたしました。また、仕入効率化による原価率の低減、従業員１人当りの

生産性向上のための要員見直し等を実施し、人件費及び諸経費の削減を積極的に推進いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における当社の売上高は61億９百万円（前年同四半期比5.0％減）、売

上総利益は25億24百万円（前年同四半期比3.9％減）、営業損失は６百万円（前年同四半期は95百万円の営業損

失）、経常損失は６百万円（前年同四半期は96百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は21百

万円（前年同四半期は１億50百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

（鮮魚事業）

鮮魚事業の売上高は、54億28百万円（前年同四半期比5.7％減）となり、セグメント利益は、１億81百万円（前

年同四半期比29.3％増）となりました。

（飲食事業）

飲食事業の売上高は、４億90百万円（前年同四半期比1.2％減）となり、セグメント利益は、34百万円（前年同

四半期比76.0％増）となりました。

（不動産事業）

不動産事業の売上高は、２億12百万円（前年同四半期比6.9％増）となり、セグメント利益は、21百万円（前年

同四半期比24.1％増）となりました。
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（２）財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ77百万円増加し、24億46百万円となり

ました。このうち、流動資産は前連結会計年度末に比べ55百万円増加して14億66百万円となり、また、固定資産は

前連結会計年度末に比べ22百万円増加して９億80百万円となりました。

（負債）

負債の総額は、前連結会計年度末に比べ１億５百万円増加し、21億38百万円となりました。このうち、流動負債

は前連結会計年度末に比べ57百万円増加して14億86百万円となり、また、固定負債は前連結会計年度末に比べ47百

万円増加して６億52百万円となりました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ27百万円減少し、３億８百万円となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ19百万円増加し、６億31百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状

況とその主な要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は１億３百万円（前年同四半期は47百万円の獲得）となりました。これは主

に、仕入債務の増加等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は55百万円（前年同四半期は43百万円の使用）となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出及び無形固定資産の取得による支出等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は29百万円（前年同四半期は93百万円の獲得）となりました。これは主に、短

期借入金の減少及び長期借入金の返済による支出等によるものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,200,000

計 5,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数（株）
（平成30年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年10月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 2,555,856 2,555,856 東京証券取引所市場第二部
単元株式数

100株

計 2,555,856 2,555,856 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年　月　日
発行済株式総数増減数

（株）
発行済株式総数残高

（株）
資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増減額
（千円）

資本準備金残高
（千円）

 平成30年６月１日～

 平成30年８月31日
― 2,555,856 ― 941,031 ― 1,029,015

 

EDINET提出書類

株式会社魚喜(E03365)

四半期報告書

 6/18



（６）【大株主の状況】

  平成30年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

有限会社フォー・エム 神奈川県藤沢市湘南台２－34－３ 764 29.91

有吉　喜文 神奈川県藤沢市 322 12.62

有吉　和枝 神奈川県藤沢市 231 9.06

ＵＯＫＩ社員持株会 神奈川県藤沢市湘南台２－10－５ 55 2.17

株式会社ラックランド 東京都新宿区西新宿３-18-20 35 1.36

株式会社万城食品 静岡県三島市八反畑103-１ 29 1.13

株式会社横浜銀行 神奈川県横浜市西区みなとみらい３-１-１ 28 1.12

福田　次起 神奈川県横須賀市 20 0.79

村田　吉弘 京都府京都市東山区 17 0.66

株式会社静岡産業社 静岡県静岡市葵区流通センター８-１ 12 0.50

計 － 1,517 59.37

（注）所有株式数の千株未満は、切り捨てて記載しております。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,552,100 25,521 －

単元未満株式 普通株式 1,656 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  2,555,856 － －

総株主の議決権  － 25,521 －

 

②【自己株式等】

平成30年８月31日現在
 

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

株式会社魚喜
神奈川県藤沢市湘南台

２－10－５
2,100 － 2,100 0.08

計 ― 2,100 － 2,100 0.08

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年６月１日から平

成30年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年３月１日から平成30年８月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日付をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 611,863 631,343

売掛金 493,285 547,565

商品 135,757 155,296

貯蔵品 13,286 12,318

繰延税金資産 11 201

その他 157,642 120,198

流動資産合計 1,411,848 1,466,922

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 658,637 639,725

減価償却累計額 △502,527 △485,663

建物及び構築物（純額） 156,109 154,062

工具、器具及び備品 878,017 874,183

減価償却累計額 △689,174 △684,172

工具、器具及び備品（純額） 188,843 190,011

土地 389 389

リース資産 21,577 21,577

減価償却累計額 △16,986 △18,724

リース資産（純額） 4,590 2,853

有形固定資産合計 349,933 347,316

無形固定資産   

リース資産 157 107

その他 85,684 94,848

無形固定資産合計 85,841 94,956

投資その他の資産   

投資有価証券 105,185 95,804

敷金及び保証金 374,733 384,742

その他 41,591 57,239

投資その他の資産合計 521,510 537,787

固定資産合計 957,285 980,059

資産合計 2,369,133 2,446,982
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年８月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 424,168 531,010

短期借入金 ※ 300,000 ※ 200,000

1年内返済予定の長期借入金 253,700 289,669

リース債務 3,615 3,170

未払金 214,044 259,307

未払法人税等 49,047 26,592

賞与引当金 25,408 19,516

関係会社支援損失引当金 17,700 －

資産除去債務 155 76

その他 140,424 156,849

流動負債合計 1,428,265 1,486,192

固定負債   

長期借入金 461,000 498,181

リース債務 1,868 269

長期預り保証金 82,216 80,216

繰延税金負債 15,831 12,938

関係会社支援損失引当金 － 17,400

資産除去債務 43,181 43,308

負ののれん 727 363

固定負債合計 604,824 652,676

負債合計 2,033,089 2,138,868

純資産の部   

株主資本   

資本金 941,031 941,031

資本剰余金 1,029,015 1,029,015

利益剰余金 △1,664,115 △1,685,355

自己株式 △5,456 △5,634

株主資本合計 300,474 279,056

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 35,570 29,057

その他の包括利益累計額合計 35,570 29,057

純資産合計 336,044 308,113

負債純資産合計 2,369,133 2,446,982
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年８月31日)

売上高 6,431,444 6,109,307

売上原価 3,804,182 3,585,265

売上総利益 2,627,262 2,524,041

販売費及び一般管理費 ※ 2,722,424 ※ 2,530,263

営業損失（△） △95,162 △6,221

営業外収益   

受取利息 2 2

受取配当金 1,349 1,499

受取手数料 1,990 69

保険差益 － 2,639

負ののれん償却額 363 363

その他 1,158 1,160

営業外収益合計 4,864 5,735

営業外費用   

支払利息 5,884 4,642

リース解約損 － 1,693

その他 158 14

営業外費用合計 6,042 6,350

経常損失（△） △96,341 △6,837

特別損失   

固定資産売却損 － 627

固定資産除却損 9,296 413

投資有価証券評価損 9,999 －

関係会社支援損失引当金繰入額 19,000 －

特別損失合計 38,296 1,041

税金等調整前四半期純損失（△） △134,637 △7,879

法人税、住民税及び事業税 16,023 13,575

法人税等調整額 24 △215

法人税等合計 16,047 13,360

四半期純損失（△） △150,684 △21,239

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △150,684 △21,239
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年８月31日)

四半期純損失（△） △150,684 △21,239

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △4,805 △6,513

その他の包括利益合計 △4,805 △6,513

四半期包括利益 △155,490 △27,752

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △155,490 △27,752

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △134,637 △7,879

減価償却費 60,612 59,014

負ののれん償却額 △363 △363

賞与引当金の増減額（△は減少） △902 △5,891

関係会社支援損失引当金の増減額（△は減少） 19,000 △300

資産除去債務履行差額 － △19

受取利息及び受取配当金 △1,351 △1,501

保険差益 － △2,639

支払利息 5,884 4,642

投資有価証券評価損 9,999 －

リース解約損 － 1,693

固定資産売却損益（△は益） － 627

固定資産除却損 9,296 413

売上債権の増減額（△は増加） △77,891 △54,279

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,303 △18,569

仕入債務の増減額（△は減少） 99,404 106,841

未払消費税等の増減額（△は減少） 13,016 △11,689

その他の資産の増減額（△は増加） 64 9,628

その他の負債の増減額（△は減少） 60,996 46,568

小計 50,824 126,298

利息及び配当金の受取額 1,351 1,501

利息の支払額 △5,941 △4,719

保険金の受取額 － 4,460

リース解約による支払額 － △1,693

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 1,174 △21,916

営業活動によるキャッシュ・フロー 47,408 103,931

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △22,106 △29,324

有形固定資産の売却による収入 － 2,000

無形固定資産の取得による支出 △20,183 △14,761

敷金及び保証金の差入による支出 △9,169 △10,186

敷金及び保証金の回収による収入 10,000 177

預り保証金の返還による支出 △2,000 △2,000

貸付けによる支出 △191 △120

貸付金の回収による収入 381 147

その他 － △1,311

投資活動によるキャッシュ・フロー △43,270 △55,379

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 210,000 △100,000

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △111,670 △126,850

リース債務の返済による支出 △4,675 △2,044

自己株式の取得による支出 － △178

財務活動によるキャッシュ・フロー 93,654 △29,072

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 97,792 19,479

現金及び現金同等物の期首残高 593,999 611,863

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 691,791 ※ 631,343
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　※　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行と当座貸越契約を締結しております。これら契約に

基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成30年２月28日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年８月31日）

当座貸越極度額 980,000千円 980,000千円

借入実行残高 300,000 200,000

差引額 680,000 780,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年３月１日
　　至 平成29年８月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年３月１日
　　至 平成30年８月31日）

店舗使用料 631,440千円 599,227千円

給料及び手当 1,174,131 1,090,125

賞与引当金繰入額 26,306 19,476

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年３月１日
至　平成29年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年３月１日
至　平成30年８月31日）

現金及び預金勘定 691,791千円 631,343千円

現金及び現金同等物 691,791 631,343

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年８月31日）

配当に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年３月１日　至　平成30年８月31日）

配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注1）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注2） 鮮 魚 事 業 飲 食 事 業 不動産事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 5,759,329 496,414 175,700 6,431,444 － 6,431,444

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 22,798 22,798 △22,798 －

計 5,759,329 496,414 198,499 6,454,243 △22,798 6,431,444

セグメント利益 140,202 19,749 17,451 177,403 △272,566 △95,162
 
　　　（注）1.　セグメント利益の調整額△272,566千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△284,566千円等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般
管理費であります。

　 　　　　２.　セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
（固定資産に係る重要な減損損失）
該当事項はありません。
 
（のれんの金額の重要な変動）
　重要な変動はありません。
 
（重要な負ののれん発生益）
　重要な負ののれん発生益はありません。
 
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年３月１日　至　平成30年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注1）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注2） 鮮 魚 事 業 飲 食 事 業 不動産事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 5,428,931 490,643 189,732 6,109,307 － 6,109,307

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － 22,471 22,471 △22,471 －

計 5,428,931 490,643 212,203 6,131,778 △22,471 6,109,307

セグメント利益 181,285 34,761 21,656 237,703 △243,925 △6,221
 
　　　（注）1.　セグメント利益の調整額△243,925千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△244,323千円等が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般
管理費であります。

　 　　　　２.　セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
（固定資産に係る重要な減損損失）
該当事項はありません。
 
（のれんの金額の重要な変動）
　重要な変動はありません。
 
（重要な負ののれん発生益）
　重要な負ののれん発生益はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年３月１日
至　平成29年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年３月１日
至　平成30年８月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △59円00銭 △8円32銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）
△150,684 △21,239

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失金額（△）（千円）
△150,684 △21,239

普通株式の期中平均株式数（株） 2,553,795 2,553,742

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年10月11日

株式会社魚喜

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯　塚　正　貴 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯　田　昌　泰 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社魚喜の

平成30年３月１日から平成31年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年６月１日から平成30年

８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年３月１日から平成30年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社魚喜及び連結子会社の平成30年８月31日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２.　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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